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人工光合成研究における反応生成物の分析
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Analysis of Reaction Products in Artificial Photosynthesis Research

使用装置使用装置使用装置使用装置とととと分析条件分析条件分析条件分析条件

人工光合成は、太陽光エネルギーを利用して高エネルギー物質を作り出す技術を指し、太陽電池、太陽熱、バイオマ
スに次ぐ4 番目の太陽光を利用した再生可能エネルギーとして期待されています。
本データシートでは、光触媒を用いた光化学的二酸化炭素還元反応において、生成したCO とH2 を島津高感度ガスク
ロマトグラフシステム『Tracera』を用いて同時に分析した例をご紹介します。

使用装置
ソフトウェア GCsolution

ガスクロマトグラフ Tracera (GC-2010 Plus A + BID-2010 Plus) 

分析条件
カラム Micropacked ST

カラム温度 35 ℃(2.5 min) – 20 ℃/min – 180 ℃(0.5 min) Total.10.25 min
キャリアガス制御 圧力
圧力プログラム 250 kPa(2.5 min) – 15 kPa/min – 360 kPa(0.42 min) (He)

注入モード Split (1:10)

注入口温度 150 ℃
検出器温度 280 ℃
放電ガス流量 70 mL/min

注入量 50 μL

結果結果結果結果

Fig.1 光化学的二酸化炭素還元反応における生成物の
クロマトグラム

光化学的二酸化炭素還元反応における生成物分析のクロマトグラムをFig.1に示します。また、反応時間とCO、H2
の生成量をプロットしたグラフをFig.2に示します。反応時間30 分までに急激にCO の生成量が増大し、その後は緩

やかな上昇に転じることが確認されました。
Traceraに搭載するBID は、CO とH2を同時に高感度測定することが可能です。また、カラムから溶出してくるあら

ゆる成分を検出できるため、目的成分の測定と共に、様々な情報を入手することができます。
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Fig.2 反応時間とCO、H2生成量の推移
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